
『包括的な歯科医療における矯正歯科の役割』

日 時 ： 2025年 7月 16日（水） 17:00〜19:00

 場 所 ： 歯学部3階 講堂
演 者 ： 川鍋 仁 先生

奥羽大学成長発育歯学講座
歯科矯正学分野 主任教授
福島県立医科大学医学部
形成外科学講座 特任教授

講演抄録

口腔顎顔面矯正学分野
特別講演のお知らせ

連 絡 先：口腔顎顔面矯正学分野 田中 栄二

（088-633-7357 内線5291）etanaka@tokushima-u.ac.jp

近代日本は超高齢社会となり、矯正歯科治療を希望する患者さんでは
全身疾患を有する比較的年齢の高い患者さんが増加傾向にあります。若
年者に対する歯科矯正治療であれば問題なく治療を行うことができます
が、年齢の増加とともに歯の移動が困難になるばかりでなく、歯周疾患や
カリエス等により歯の欠損がある患者さんも多く治療困難となるファクタ
ーや治療のタスクが増えてしまいます。奥羽大学歯科矯正学分野では、
このような、包括的な歯科治療を必要とする患者さんに対して矯正歯科
医が中心となり様々な診療科と連携をして機能的咬合の確立を目的とし
て治療のプランニングを行っています。
一方、奥羽大学歯科矯正学分野では顎変形症や口唇口蓋裂を中心と
した様々な研究や治療を実施しています。その中でも、顎変形症を可能
な限り回避する治療法や口唇口蓋裂乳児のようなスペシャルニーズな子
供たちに対して積極的な治療と研究を行っています。
本講演では、これからの歯科医療を担う歯学部生を対象に、包括的な
治療計画を立案し実行し一人でも多くの患者さんにより良い医療が提供
できるように、奥羽大学の歯科医療におけるさまざまな取り組みと研究に
ついて解説したいと考えております。

＊本講演は、大学院医学研究科、医科栄養学研究科、口腔科学研究科の大学院特別
講義ならびに、クラスターコアセミナー(骨・筋とCaクラスター)を兼ねています．
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